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「暑さ対策」まちなかオアシス事業について

作成 熊谷市 環境部 環境政策課

■目 的
熱中症対策として、気分が悪くなった市民のための一時的な休憩所として各施設を提供し、

体調回復に役立ててもらう。
■開設場所
○ 庁舎 4か所

市役所本庁舎 大里庁舎 妻沼庁舎 江南庁舎
○ 公民館 13か所

中央公民館 妻沼中央公民館 荒川公民館 久下公民館 佐谷田公民館
玉井公民館 大麻生公民館 中条公民館 奈良公民館 別府公民館
三尻公民館 吉岡公民館 星宮公民館

○ 文化施設 5か所
熊谷市立文化センター文化会館 熊谷文化創造館「さくらめいと」
大里生涯学習センター「あすねっと」 江南総合文化会館「ピピア」
熊谷市スポーツ・文化村「くまぴあ」

※これらの施設には体調不良者用として、スポーツドリンクと瞬間冷却材を常備しています。
■実施期間
6月1日から9月30日まで
新型コロナウイルス感染の状況により施設を閉鎖している期間は、
その施設にはまちなかオアシスを開設していません。

■その他
夏季に、涼しい場所に出かけようと呼びかける「クールシェアくまがや」事業を行っています。

○クールシェアができる場所（クールシェアスポット） クールシェアくまがやHPに掲載。
・公民館等公共施設 48か所 （まちなかオアシス一部含む）
・一般事業所、店舗 76か所

■事業概要
市内公共施設22か所で、暑さにより屋外で気分が悪くなった方のための一時的な休憩場所を開設しています。

各施設には、休憩所として利用してもらいやすいようにPRののぼり旗を設置しています。
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令和4年度実施 省エネエアコン定額利用制度について

作成 熊谷市 環境部 環境政策課

■目 的
省エネエアコンを普及させることにより、熱中症予防やCO2排出量の

低減に寄与する。また、エアコンの使用状況データを取得し、環境省等
へ提供することにより、今後の熱中症対策の施策に生かす。
■主たる事業者
＜パナソニックコンシューマーマーケティング㈱＞
・サービス設計(WEBサブスク契約・Wi-Fiサービス提供等)
・エアコン使用状況データ分析
・販促プロモーション支援(チラシ・ポスター・ホームページ) など
＜トラストワン㈱＞
・エアコン設置工事やWi-Fi/IoT接続 など
＜熊谷市(及び栃木県鹿沼市)＞
・市民へのサービス内容告知や当選者の選定 など

■応募状況
・用意した175台分のエアコンに対し、444件(内訳：65歳以上308件、
18歳以下136件)の応募があった。

・65歳以上の方の中から先着順で当選者を選定した。
■実施内容
制度チラシを市報と同時配布、市民向け説明会、バス広告やYahoo!

ディスプレイ広告等で周知し、当選者についてはWEB上での契約が必要
であったため、申込サポートを実施した。
３回に渡りアンケートを実施し、利用者ニーズなどを把握するととも

に、エアコンの使用状況データを取得し、環境省へ報告する。

■事業概要
「熱中症による死亡リスク低減」や「省エネエアコンの普及に伴うCO2排出量の低減」に主眼を置き、高齢者(65

歳以上の方がいる)・子育て(18歳以下の子どもがいる)世帯へ初期導入の負担を抑えたサブスクリプション形式で省
エネエアコンを貸し出すサービスの提供を行う。(１か月当たり1,800円または1,900円、5年間で契約満了)

※本資料に記載の数値等については、中間報告書作成時点でのデータです。最終報告書では数値等が変更となる場合があります。

令和４年度 実施事項

４月 包括連携協定の締結・募集開始(4/25～)

５月 チラシを市報同時配布・説明会(第１回アン
ケート実施)・当選者選定

６月～９月 WEB申込開始(申込サポート同時実施)・現地
調査及び設置工事(第２回アンケート実施)
9/18設置工事完了・第３回アンケート実施

１０月 中間報告書作成・提出

１１月 最終報告書作成・提出

＜スケジュール(主要な事項のみ記載)＞

対象台数 年間消費電力
削減量(kWh)

年間CO2排出
削減量(kg)

年間節約電
気代(円)

258台 94,808 42,948 2,559,818

※対象台数については、熊谷市と鹿沼市で「入替工事」が行われた
エアコンの合計台数であり、数値については推計値です。

＜単年度あたりの効果＞
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